
チャット 連絡網

事案発生

防災・原子力課
⼀⻫連絡

本部員

市⺠課

防災・原子力課
→本部員
(TEL)

市⺠課
＜状況確認＞

本部員→課⻑
(TEL等)

鍵保管職員
＜メール+TEL＞

課⻑→課員
（連絡網）

課⻑
課内トーク

鍵保管職員
＜初動開始＞

全職員
＜状況把握＞

所要3分×1回

所要3分×1回

所要3分×11人＝33分

所要3分×50課＝150分

係員
＜詳細把握＞
＜初動開始＞

所要10分

※視認性・確実性に難あり

※即時の既読確認可能

所要3分×700人＝2100分

係員
＜状況把握＞
＜初動開始＞

所要10分（最短）

鍵保管職員
＜初動開始＞

所要5分

所要5分×1回

所要5分×1回
所要0分（登庁不要）

○全体連絡が一括で行えるため、連絡網と比較して圧倒的
なタイムパフォーマンス

○鍵保管職員の初動においても２０分の削減効果は大きく、
今までよりも迅速な避難所開設が行える。
→事前に一⻫連絡を確認できる分、正式な避難所開設指⽰が来るまでの準備時間も確保

【時間削減以外のメリット】
・連絡網による伝⾔ゲームから、所属⻑からの⼀括共有となることで内容に齟齬が生じにくい
・折り返し連絡などの手間/煩わしさを省略
・未読者を確認できるため、ピンポイントで対応可能
・指示内容が文章として明確になっており、いつでも確認できるように
・疑義事項もグループで共有可能

風水害対応における時間削減効果例

削減効果連絡網チャット所要時間比較

２，３０３分２，３０８分+α５分職員全体
（配備体制）

２０分３６分+α１６分鍵保管職員まで

防災・原子力課
⼀⻫連絡
所要3分×1回
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